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j事

湯元遺跡は秋田県雄勝部皆瀬村にある縄文時代前期の遺跡である。

本遺跡が秋田県土木部の地方道改良工事(渇沢・築館・志津川線)

にかかることがわかり，土木部と協議の上，発掘調査5後工事を進め

ることになり，秋田県教育委員会が発掘調査を実施したものである。

ユの報告書はその調査記録である。調査の結果遺構はなく，遺物

も少なかった。しかし，少ない遺物の中に考古資料として貴重なも

のがあり，今後この地域の研究に欠くことのできないものとなるは

ずである。

調査は年度頭初の 4月-5月におこなったもので現地は寒かった

のであるが，地元皆瀬村教育委員会，同村公民館，秋田県土木部雄

勝土木事ー務所の職員ならびに県立湯沢高等学校考古学クラブの生徒

達から大変な応援をいただいたことをここに明記して感謝の意を表

するものである。

昭和54年12月20日

秋田県教育委員会

教育長 畠 山芳郎
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会が昭和54年度に実施した

2. 本書;の作成にあたり以下のように分担して執筆した。

日次の第 1章の第 1節ー・・・・

第 1章の第 2節，第 2章の第 2節，

第 2

~~ .遺跡・遺物の写

った。

第 4

第 1節，第 3

第 5章一………・品山

・・・・・・・橋本

畠山が行った。石器トレース，

4.本書中の出土遺物の実iWJs]の縮尺は全て話に統ーした。出土遺物の

も全て~に統ーした。全体図は任志の縮尺であり，スケー

/しを付した。方位は全て磁北である。

5 .石質の鑑定は，秋田県立博物館学芸主事渡部員氏におl煩いした。
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第 i節発掘調査 るまで

文化財保護指導員を委嘱した山田貞吉，鈴木佼男氏からー雄勝郡皆瀬村より

に通じる県道沿いにいくつかの遺跡がある旨，通知があった。秋田県土木部では，

のーっとして「県道，湯沢・築館・志津川を計画し，遺跡のある皆j刷寸大助j也l玄 1，640mの工

昭和57年度完成の予定で進められることになった。

昭和53年 4月，雄勝土木事務所遊路課から工事子定地区内に るか否か調査してほし

い旨;江誌があり，昭和53年 4月20日，文化課富樫が現地調査を行った。調査には，

同村公民館長伊藤寅之助氏，それに雄勝土木事務所道路課J支出1j伊勢札晴氏が

同行した。現地は雪が残っており，地上での観察は不可能に近かったが，幸い近くに露頭があり，

その断面から縄文時代前期の土器片，それに落込みのあることがわかり(謂査の結果は新しい時代

のものであった)，遺跡の所在することがわかった。加えて，工事計画路線全体の調査が必要である

ことを話したのである。

昭和53年 5月16日付けで，雄勝土木事務所長から文化課長あて，全線の調査依頼文書が提出され

た。同年 5月23日，雄勝土木事務所道路課技師伊勢札晴氏他三氏の案内で，富樫が計画路線上を一

部坪描リしながら，調査を実施した。その結果， 4月20日に確認した湯元遺跡以外には遺跡が存在

しないことが明らかになったのである。このことを昭和53年 5月26日付けで，雄勝土木事務所長あ

てに文書で回答した。それは，湯元遺跡の発掘調査が必要で、あること，発掘面積は約 400ぼである

こと，調査期間は 2週間程度でよいこと，などの内容のものであった。

その後，土木部道路課及び雄勝土木事務所と協議を重ね，昭和54年 4月から 5月にかけて，次項

により発端調査を実施することになったものである。発掘調査実施前の昭和54年 4月初日調査担当

者にあたる畠山憲司社会教育主事，橋本高史文化財主事を現地に案内し，地元の皆瀬村教育委員会

に協力依頼のお願いをし，いろいろな打合せを行った。この年は前年より雪が少なし遺跡のある

台地は雪が消え， ところどころにカタクリの花の咲いていたのが印象.的であった。

第 2節 調査の組織と構成

調査目的 県道(湯沢・築館・志津川線)改良工事に伴い消滅する湯元遺跡の一部を工事

に先立って発掘調査し，その記録保存をはかり，地域社会での埋蔵文化財の活

用に資する。

秋田県教育委員会調査主体者
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者 畠山憲司，橋本高史(秋田県教育庁文化課)

調査協力機関

i宣跡の所在地

調査期間

面積

発指調査協

遠藤博通(県立湯沢高等学校教諭)

秋田

皆瀬村教育委員会

クラフー

秋田県雄勝郡皆瀬村知!等字小湯の上79番地

昭和54年 4 月 16 日 ~5 月 2 日

1，500m' 

550m' 

阿部喜作， 伊藤朝五郎， 佐JJ峯

阿部カツエヲ阿部孝子，石田京子，伊藤ヒサ子，木村精子，伊藤アサノ，佐藤

ツエ，佐藤ヨシ，佐藤トヨ，藤原夕、ソノ，藤原アヤ

遺物整理協力者 佐藤和弘，渡部健太郎，桑原経，高橋治樹，大石俊雄，小町順子，牧野一枚，

ノト技庁i弟子， 天野恵子

-2-



第 2章 遺跡の立地と環境

第 i節立地と環境

雄物川7](系の皆i4iJUIIは，栗駒山麓にその源を発し，険しい山あいの中を北流する。このため皆瀬

JIIの上流部は深いV字谷になっており，蛇行しながら両岸に河岸段丘を形成する。この河岸段丘上

には稲川町から皆瀬村にかけて周知の遺跡も多い。 渇元遺跡はその最上流南側段丘上に位置し，標

355111， JJ1?i:iJ水市iと 15~20m ていある。

本遺跡は栗駒田定公l霊l内， な 小 安担l;上流にありラはほ、山林と原町二四i&iJ ヤン

ブ場になっていた。もともとの遺跡の広さは約 5，000m'程あったと推定されるが，二ItiWJ%は

ため破壊されてしまい，残った遺跡の面積は約 1，500m'で，これを調資対象面積とした。この

範囲内はほとんどが湿原を含む原野であり，さらに西側はキャンプ場造成の際，破壊されてしまっ

ていた。

第 2節周辺の遺跡

皆瀬)11流域に存在する周知の遺跡、は多いが，その上~中流域にかけては調査が不十分で‘，未発見

の遺跡が大分あるようである。このことは今回行った表面採集による踏査でも明らかである。すな

わち，第 1図に示した遺跡のうち湯元遺跡以外はこれまで知られていなかったものばかりである。

これら新たに発見された 7遺跡のうち， NO.6とした遺跡には縄文早期後葉に位置づけられる土器が

あり，推定遺跡面積も約 5，000m'で湯元遺跡との関連も考えられなければならない。

また，今回の踏査はたった 1回だけのもので，範囲もせまし時期不明のものが多い。これが今

後計画的に踏査あるいは発掘調査されれば，縄文期あるいは，それ以降の山間渓谷周辺の当時の様

相が明らかにされるものと思われる。

第 3章 発掘調査の概要

第 1節 遺 跡 の概観

1 .遺跡の層序

遺跡は皆瀬川の河岸段丘上に位置し，ゆるやかに北側に傾斜している。西側がキャンプ場として

利用されているが，今回の調査区域は大部分が山林・原野である。各層は地点により欠如するもの
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約 1図 i立跡の位置と周辺の遺跡
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もあるが，はほ‘中心部では以下のようになる。

第 1J音 黒掲色土 いわゆる表土できめの和Hかいくろはく土。 (20cm)

第II層 II音褐色土 小慨を含み，部分的にかなり多量に含むところもある。 (20cm)

第III層 黒褐色土 薄く帯状に分布するが，欠如している部分もある。粘性のあるややしまっ

fこ (10cm) 

第N層黄褐色土 。黄褐色土をベースに，黒-i1itr褐色土が斑点状にjLt入する。

(10cm) 

第V層黄褐色土地LU，

2.遺物の出土状況

今I_[lの調査で出土した遺物はコンテナ半箱分と少なし縄文式土器，

i章物のほとんどは第W層と第V層の境付近から，まとまりなく断片的に

うと，北東部つまり台地縁辺部とその斜面からのものが大部分であった。

第 2節調査の方法

守分けられる。

した。また，地域でい

湯元遺跡はもともとは台地部分約 5，000m'あったと推定されるが，北側%は w-う

事前の工事で破壊されてしまった。また東側には湿地となっている部分があるので，それらを除い

た残りの道路予定地の南端までのはほ、全域 1，500m2を調査対象として行った。

遺跡北西部に任意の基準杭を打ち，これを原点 (MA50) とした。道路予定中央線をほほ、東西と

みなし東西南北の基線を決定した。これから 2m毎に東西基線はアルファベ、ソト 2文字の組み合わ

せ，南北基線は 2桁の数字の組み合わせを用いた。すなわち，束西基線は10グリッド20mで 2文字

の先の方を替え， 2m毎に後の方を替えた(西へMA，MB......MJ， NA......NJ， OA......)。

また，南北基線の数字は 2m毎に北へ行くと 1ずつi甘えることとした(北へ50，51， 52・・・・・・59，60 

・・)。各グリッドの名称は，東南隅の交点のアルファベソトと数字の 4但!の組み合わせを用いるこ

とにした (MA50，MA51， MB50， MB51......)。

第 3節調査の経過

湯元遺跡は昭和53年度に，県道改良工事に伴って発見された遺跡である。発掘調査は昭和54年 4

月16日から 5月2日にわたるのべ15日間にわたって行われたが， 2mX2mのグリッド法により随

時拡張していく方法をとった。調査の全般的な経過は次のとおりである。
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4月16日にパックホーによる立木等の除去を行い， 18日まで発ihI¥調主の準備を持え， 19白から発

掘作業を開始した。 28日まで拡I]K及び掘り下げ、を行ったが，遺物が出土したのは束iHlJのれ地縁辺部

とその斜面で，特に JE51では縄文前葉の土器が出土した。 j立構は検出さ jノLず，表土を{fdJv、だ

段[j皆で黒色の落ちこみがあり，土拡等の遺構かと思われたものは，キャンフ"W与の空カン， ゴミ等を

埋めた穴等であった。

29日には周辺の表前ii采集による踏査を沿沢高

物を採集した。(第 l図)

クラブ生徒と 1'-ドに行い， 7ヵ所から

5月2Elにテント，器1寸等の搬出をし， ~弘元 j立跡発掘調子t を終了した。

第 4章 調査の記録

第 1節出土遺物

これまで述べてきたように，本来遺跡の中心部と忠われるところは既に ドドう造成等で全く

破壊されてしまっていたため，結果的には湯元遺跡の南東端部の調査になってしまった。この部分

は一部湿地とキャンプ場であったため，遺構は全くなし調査区南東端とその斜面から，大きな火

山性の石の間に混じって縄文時代前期の遺物を若干検出したにすぎなかった。

1 .土器 (第 3，4， 5図図版)

発掘調査で出土した土器は全て破片であり，その総破片数も約80片と少ない。この中では，蓋と

思われる時期不明のもの l点を除いて，全て縄文時代早期後半~前期]前半に位置づけられ，第 3図

1， 2，第 4図29-31を除くと同一個体のものである。

第 3図 1は深鉢形土器服部下半の破片で，ヘラ状工具先端の押引きによる連結爪形状の文様が付

されている。外面責褐色，内面褐色で，胎ゴニにはやや大きめの砂粒が若干含まれ，繊維の出入はみ

られない。焼成はあまり良くない。

2も深鉢形土器服部下半の破片で，外国には貝殻条痕丈がやや右傾して施されており，煤状炭化

物が付着し，内外国とも褐色~黄褐色を呈する。胎土は砂粒を含み，織品tの il~入はみられない。焼

成は普通で‘ある。

第 3図 3-16，第 4図17-28は同一1lul体の破片であるが，これ以上接合しない。器形は大形の深

鉢形土器である。 3- 7は口総部で、直立ないしはほんのわずかに外反し，平担な口縁を呈する。口

唇部には上から指頭状のもの，側面からへラ状工具で凹凸にされ，小波状を呈し，その直下から羽
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第4図出土土器(2 ) 
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状縄文が横{立に施される。縄文原体は LRとRLであるが，前者の方がやや細く回転の際結束部か

ら下の方に力が入いっているため，この部分ではループ文風にみえる。第 4図24-28は胴部上半の

破片である。横に 1条の粘土紐が貼付され，上方からと左側方から体状あるいはへラ状工具で亥IJ目

を施し，全体として波状となっている。この土器の外出は褐色，内閣は暗い黄符色で，外面ほほ全
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体に煤状炭化物

が付着している。

JJ台土に繊維は台、

まれず，焼成は

良好。底部は平

j底かと思われる。

第 4図29，30 

は内外面赤褐色

を呈する深鉢形

土器休部破片で¥

文様は縄文かと

思われるが，焼
cm 

成が悪く，器開

が荒れてはっき

第 5回出土土器(3 ) りしない。胎土

には石少粒を多く

繊維は混入しない。

第 4図31は口縁部がやや肥厚して外反する深鉢形土器の口縁部破片である。頚部でややくびれて

薄くなる。器商が荒れて明確で、はないが，右傾する条痕文が地文かと思われる。内外面とも暗褐色

を呈し，両面ともに煤状炭化物が付着している。

第 5図の蓋は調査匹南東端斜面から出土した。胎土に砂粒をほとんど含まず，内外面ともに灰白

色を呈し，非常に軽い。つまみ部分は半分程失われているが，半円状の凹みが 2つあるものと思わ

れる。この蓋の時期については全く不明。

2.石器

今回の発掘調査で出土した石器の総数は 8点で，石製品が 1，剥片も約30片と少なかった。

第 6図 1.凹み部分の大きな無茎石倣でていねいな作りである。

2. ラウンドスクレイパー的な石器で，主要剥離面への二次加工は施されていない。

3. エンドスクレイパ一様の石器で，先端部の主要剥離面となす角度は80度前後である。打面及

び打溜部分は折り取られている。

4.横長，大形の剥片の縁辺部に二次加工を小さく施している。

5 . ;1つりと雑な背面からの加撃で二次加工を施し， t蚤器様に仕上げている。

-10-
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第 6図出土石器
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5cm 

12 

第7図 Nο2，N(J.6 

Sヲ 7. い剥片の縁辺及び先端部にわずかの加工を加えたもの。

8.楕円形のやや軟かい石を両面jから擦って平らにしたもので，不定方向に大小の擦:肢がある 0

9.遺跡北端部で試掘した!療に出土したもので，大71ラの打製石斧。先端部は日-回の力fJ撃で断

出1が尖る。

2節 j欝辺遺跡とその掠集遺物

十 No.l遺跡

弘元遺跡対岸の南西斜面にわずかの恭Ij片が散布する。第 8図し 2がその石器で，いずれもわず

かの二次加工のあるもの。遺跡のn寺jUlは不明。

2 . No.2遺跡

j弘元i宣跡と大鳥谷沢をはさんで南東対岸の最低位段丘に存在する。 遺跡の範囲は 1，OOOm2前後か

と思われる。遺物が濃く分布する部分は表土~地山上回にかけブルドーザにより削除されているが，

遺楠そのものは残存する可能性がある。第 7図 2-12が採集された土器で，全て縄文時代中期中葉

に位置する。石器は第 8図 3-8で， 8は表裏面ともに縦横方向の探痕のあるハンマーストーンか

と忠われる。
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第 9図 No. 7遺跡採集石器

3 . No.3遺跡

500m ，皆ì~iJ'iJ 11の最低位段丘上にある遺跡で，現在秋田県地熱開発センタ

になっている。遺跡の面積ははは、 3，000m'前後。 した遺物は第 8図 9~13の石器のみ。時期jは

不明。

4. No.4遺跡

渇元遺跡;の 750m北方の対岸，i弘元遺跡と同位段丘 i二にある遺跡。かつては皆地別立小安小学校

渇元分校のあったところである。小さな剥片と土器調II片を採集したが，時期は不明。

5. No.5遺跡

NO.4のさらに北北西 500m，NO.4遺跡と同位置iにある遺跡。採集したのは第 8図14の石器だけ。

時期不明であるが，あるいはすぐ北のNO.6j宣跡と連続する可能性もある。

6 . No.6遺跡

NO.4， NO.5遺跡と同位面。皆W[JIIが形成した小安渓谷とすぐ東側の山との問(約100m)にある遺

跡。遺物の散布範囲はNO.1~No. 7遺跡、の中では最も広く，遺跡面積も 5，000:11'前後と思われる。第

7図 1が採集された土器。貝殻庄痕文と沈線による文様が施された土器で，縄文時代早期後葉のも

のである。外而黒褐色で，焼成は良好。ほんのわずかに煤状炭化物が付着する。内面は褐色で，胎

土{土砂末、'(を多く含み，繊維は混入しない。石器は第 8 図15~26
0 誌の石倣は

全面iにアスフアルトが付着している。時期は縄文時代早期後半。

7 . No.7遺跡

てv両国のはほ、

No. 5遺跡の西側対岸，西方からのびた馬の鞍音rs状の張り出し上にある遺跡。この部分のみでは約

200m'しかなしより規模の大きな遺跡の一部分とも思われる。採集された石器は第 9図 1~ 9。

時期jは不明。

-]4 -



第 1表 湯元遺跡出土石器計iWJ一覧表

。(i主用痕)としたものは剥片に調繋痕ないし使用痕のあるもの 0

01隔は残存部の最大値をとった。

No J市図番号 出土地区名 石 器 名 H 質 長き(cm)

l 6 1 L 1 48 石 3挟 1']' Zι5' 3，0 

2 6 2 J E 51 掻 25 gj :ι石LI 5.5 

3 6 3 J F 51 J話 告2 iJ1t 紋岩 3.8 

4 6 4 L E 48 掻 器 頁 疋IJ-王j お.8

5 6-5 K E 52 f盃 器 頁 モ"U干 6.1 

6 6 6 J E 51 (使 用 痕) ←@j 主ιa王s 5.8 

7 6-7 L 1 48 ( 1史 府 痕) 頁 モ.... ヨj 5.2 

8 6-9 試掘地点 打製 石 斧 流紋岩 15.2 

9 6-8 J E 51 石 製 I仁l1 Il ?JE 王ιムヨZ 6.4 

第 2表問。 1-No. 6 

111M (cm) 1JII I 

1.7 rtTij I師

4.9 片面

3.3 片 i百i

6.3 )午[師

5.0 } 1，' Ifli 

2.9 片国i

3.1 j:;' mi 

8.6 片lfIi

3.9 両国i

※確立した名称を持つ石器と思われるが，その名称のはっきりしないもの

No 伸図番号 採集遺跡目。 石 器 名 1オ 質 長さ(cm) II届 (c問) 力[J 工

1 8-1 NO.1 掻 器? 良 E 4.3 3.2 片 而

2 8 2 NO.1 (使用痕) 流 紋岩 3.5 5.5 三i土両面

3 8 3 No. 2 石 匙? 頁 Zιム:J 4.1 2.3 半 両面

4 8-4 NO.2 J蚤 器 百 王ι.w子 5.0 3.5 片 直i

5 8-8 NO.2 たたき石 j尼 モιム王S 7.0 6.0 

6 8 5 NO.2 (使用痕) 頁 Z弘AヨA 3.8 1.4 間 面

7 8-6 NO.2 (使用痕) 頁 Z弘JヨL志 2.2 2.2 両 面

8 8-7 NO.2 (使用痕) 頁 E 7.2 4.4 片 開

9 8-9 NO.3 石 箆 頁 友Lよー子S 4.0 3.2 I時 部

10 8-10 No. 3 右占 箆 頁 1、ムヨ 4.1 2.9 罰百 間

11 8-11 NO.3 石 箆 流 紋岩 3.5 3.4 両 面

12 8-12 NO.3 (使用痕) 頁 疋ふよゴj 4.4 1.9 片 面

13 8-13 NO.3 (使用痕) 頁 1f.ム:J 5.7 3.3 半 両面

14 8-14 NO.5 (使用痕) 頁 Zιょ三J 6.8 7.7 間 I面

15 8-15 NO.6 石 5族 頁 王&よ宝J 1.8 1.6 両 面

16 8-16 NO.6 石 百 ~ヨj 3.4 2.0 両 面

17 8-17 NO.6 石 槍 iTiE 紋 岩 5.2 3.8 i両 間

18 8-19 NO.6 石 槍 頁 主ヨ 3.3 2.1 間 面

19 8-18 NO.6 ※不 日月 流 紋岩 5.6 3.8 両 百i

20 8-20 NO.6 石 箆 頁 "{よヨS 2.4 3.5 キ 両国

21 8-21 NO.6 J蚤 器 頁 王私よヨi 3.7 2.0 半両面

22 8-22 NO.6 (使用痕) 流紋 岩 2.7 2.3 計可 面

23 8-23 NO.6 (使用痕) 貰 草fi 3.0 3.4 半両間

24 8-24 NO.6 (使用痕) 流紋 岩 4.4 3.2 片 面

25 8-25 NO.6 ※不 日月 流紋 岩 5.0 4.9 両 面

26 8-26 NO.6 ※不 日月 頁 E私ふ玉S 4.5 2.6 両ー 面

27 9-1 NO.7 ※不 日月 頁 王与よヨ占 6.0 1.9 両 面

28 9-2 NO.7 石 +怠 頁 左E 5.7 2.4 半両面

29 9-3 NO.7 ※不 日月 頁 を島iヨJ 2.2 1.2 同 面

30 9-4 NO.7 石 +会 頁 岩 5.3 2.3 両 面

31 9-5 NO.7 (使用痕) 頁 Zιaゴ4 3.7 3.6 片 面
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第 5 土
品 と め

i毘のi易元遺跡の発掘調査では 550111ツを調査した 0 ・その結果，遺構の検出は全くなし縄文時代

前期!前葉を ri::1心とする土器，石器を にすぎない。これらの造物の出土地ぷリ土ほとんどが諦

びその斜面に限られ，遺跡の中心地そのものは調査区の北及び北西側にあったものと

考えられる。このことは北部端部でほんのわずか残っていた非破壊地区を試掘してみた結果でも明

らかであった。このように，遺跡の発見がJIillれたとはいえ， J宣肋;の I~IこI心部が未言のまま消;成して

しまったことはi立憾であった。

出土土器の中でわずか 2片であるが，縄文i時代早期j後葉に位置づ、けられるものがある。第 3図 1， 

2がそれで，当地方では雄勝郡雄勝町岩井堂第 4i同六第11層出土のものに類似する。また，湯元j玄

跡からではないが，ト~o. 6遺跡からも類似の土器が採集されており， 皆j振り11上流域における縄

丈l時代早期iから前期jにかけての諸様相を明らかにする一つの手がかりを得たといえる。

(1) 山下孫 よι
:z:;:、 洞窟」第 4洞穴第 8 昭和54年 5月

10日
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図版 1 上 遺跡i量鉄 (ll!・砂州)

下遺跡~百( (胤惨酌)



図版 2 上遺跡近策(i!!i~東〉

下 地層断面(到t)T>函)



図版3 上発綴 風景

下発掘状況(北'筒)
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図版5 上 湯元逃跡出土土器

下 t詩元遺跡出土石器
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